
中学校第２学年 理科学習指導案 

                       日 時 平成 29年 10月 20日（金） ２校時 

                       指導者 教育センター所員  山口  広樹 

 

単元名 「電流と回路」 １章 回路の電流（「理科の世界２」大日本図書） 

 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，回路をつくり，回路の電流や電圧を測定する実験を行い，回路の各点を流れる電流や

各部に加わる電圧についての規則性を見いだすことをねらいとしている。単元の内容は小学校３年

生で豆電球の導線を乾電池の＋極と－極につなぐと明かりがつくこと，小学校４年生で電流には向

きがあることや乾電池のつなぎ方で流れる電流の大きさが変わることを踏まえて構成されている。

また，本単元での学習は，高等学校の物理基礎での電気の学習へとつながっていく。さらに，日常

生活においても電気は私たちの生活に欠かすことのできないものになっており，本単元を学ぶ意義

は非常に大きいと考える。しかし，生徒は生活経験の中で本単元の学習内容である電流や電圧その

ものを目で見る機会が非常に少ない。目視できない電流や電圧を定量的に扱うことから，生徒への

学習定着の度合いが低くなりがちでもある。 

 ○ 本単元の学習内容である電流についてアンケート調査を行った。「小学校での電流の学習は楽し

かったか」の質問項目に対し，肯定的な回答が 82.9％であった。「これからの電流の学習を楽しみ

にしているか」の質問項目では，肯定的な回答が 71.4％であった。小学校での電流の学習への興味

が高かったことが，これから学習する中学校での電流の学習の意欲へとつながっていると考える。

しかしその反面，上級生などから中学校での電流の授業の難解さを聞き，中学校での学習意欲が低

下しているのではないかと考える。 

   既習事項の定着率を問うために，豆電球１個と乾電池１個をつないだ回路における豆電球前後の

電流の大きさについて質問した。生徒の回答では，①「電流は豆電球に入るときと出るときで大き

さが等しい」が 25.7％，②「電流は豆電球に入るときよりも出るときの方が小さくなっている」が

31.4％，③「電流は豆電球ですべて使われてなくなる」が 5.7％，「電池の＋極と－極から出た電流

が豆電球で衝突する」が 37.1％であった。小学校の学習においては①，②はどちらとも許容されて

いるので，小学校の学習内容が定着している生徒が 57.1％であると考えられる。生徒たちが，豆電

球１個と乾電池１個をつないだ回路全体で電流をどのように捉えているか，自由に図示させた。以

下はその代表例である。 

  ①の考えを持つ生徒               ②の考えを持つ生徒のパターン１ 

 

 

 

 

 

  ②の考えを持つ生徒のパターン２         ③の考えを持つ生徒 
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  ④の考えを持つ生徒 

 

 

 

 

 これらの多様なイメージを持つ生徒が，水流モデル（またはそれに類するモデル）へとイメージ

を置き換えるためには，目的意識をもって主体的に実験に取り組む中で，既有の自分のイメージで

はうまく説明できないことに気付き，論理的に矛盾のないイメージへと変換させていく過程が必要

であると考える。 

 ○ 本単元の指導に当たっては，新学習指導要領の趣旨に沿った「主体的・対話的で深い学び」の実

現を図る授業づくりをしていく。「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を実現した生徒の姿

を以下のように捉える。 

  「主体的な学び」 

  ・事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって課題や仮説の設定や観察・実験の計画を立案す

る姿。 

  ・観察・実験の結果を分析・解釈して仮説の妥当性を検討したり，全体を振り返って改善策を考え

たりする姿。 

  ・得られた知識や技能を基に，次の課題を発見したり，新たな視点で自然の事物・現象を把握した

りする姿。 

  「対話的な学び」 

  ・課題の設定や検証計画の立案，考察・推論する場面で，あらかじめ個人で考え，その後，意見交

換したり，科学的な根拠に基づいて議論したりして，自分の考えをより妥当なものにする姿。 

  「深い学び」 

  ・「理科の見方・考え方」を働かせながら探究の過程を通して学ぶことにより，理科で育成を目指す

資質・能力を獲得する姿。 

  ・新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を，次の学習における問題発見・

解決の場面で働かせる姿。 

   このような生徒の姿を目指して，次のような授業の流れで１単位時間を設計する。①既習事項や

生活経験と未習事項を比較させることから問題を見いだす。②規則性について仮説を立てる。③問

題解決に向けた計画を立てる。④計画に沿って実験を行い，結果を得る。⑤得られた結果を分析し

て解釈し，規則性を見いだす。⑥学習の振り返りを行う。 

   この①から⑥の学習の流れの中で，特に③問題解決に向けた計画を立てる学習活動を大切にして

いきたい。教師が実験の順序や回路における測定点を指定してしまった場合，生徒は教師の言う通

りに実験を行う。過不足なく正しい計測結果を得やすい反面，自ら探究していこうとする意欲が低

下してしまうと考える。また，実験後に得る結果について，何がもたらされるのかを考えないまま

実験を進めてしまう。そうすると，測定結果を得ても，その数値が何を意味しているか認識するこ

とができず，結果を分析し，解釈することが困難になってしまう。これらのことから，計画を立て

る学習活動を中心に据えた授業展開を考えた。計画を立てる学習活動では，まず１人で実験の計画

を立て，グループで計画を持ち寄って問題解決の方向性を決定する。決定した計画に沿って実験を

行えば，目的意識を持って主体的に学び，得られた結果を分析し，解釈することで規則性を見いだ

すことができるのではないかと考えた。 
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２ 単元の目標 

  回路をつくり，回路の電流や電圧を測定する実験を行い，回路の各点を流れる電流や各部に加わる

電圧についての規則性を見いだす。 

 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

○回路と電流・電圧に

関する事物・現象に

進んで関わり，それ

らを科学的に探究し

ようとしている。 

○回路と電流・電圧に

関する事物・現象の

中に問題を見いだ

し，計画を立てて実

験を行い，結果を分

析して解釈し，自ら

の考えを表現してい

る。 

○回路と電流・電圧に

関する実験の基本操

作を習得するととも

に，実験の計画的な

実施，結果の記録や

整理などの仕方を身

に付けている。 

○回路における電流や

電圧についての基本

的な概念や原理・法

則を理解し，知識を

身に付けている。 

 

４ 指導と評価の計画（全８時間） 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

一 

 

回

路

の

電

流 

１ ○豆電球１個と乾電池

１個をつないで回路

を作ったとき，豆電

球を通過する前後で

電流の大きさはどの

ような関係になるか

を見いだす。 

○小学校での学習を振り返り

ながら問題を見いださせ，

電流の関係性について計

画を立て調べさせる。その

際，電流計の操作について

の技能を身に付けさせる。 

【関・意・態】 

回路に流れる電流について進んで

関わり，調べようとしている。 

（観察，ワークシート） 

 

【思・表】 

回路に流れる電流の規則性を調べ

る計画を立てて実験を行い，結果

から規則性を見いだしている。 

（観察，ワークシート） 

 

【技能】 

適切に回路を組み立て，回路に流

れる電流を正しい電流計の使い方

で調べることができる。 

（観察，ワークシート） 

２ ○豆電球２個を直列に

つなぎ，乾電池とつ

ないだ直列回路の各

点における電流の大

きさが，どのような

関係になるかを見い

だす。 

○前時の内容を振り返りなが

ら問題を見いだし，実験手

順や測定点を決定するな

ど計画を立てさせる。ま

た，計画に沿った実験から

直列回路での電流の関係

性について見いださせる。 

３ 

 

 

本 

時 

○豆電球２個を並列に

つなぎ，乾電池とつ

ないだ並列回路の各

点における電流の大

きさが，どのような

関係になるかを見い

だす。 

○前時の内容を振り返りなが

ら問題を見いだし，実験手

順や測定点を決定するな

ど計画を立てさせる。ま

た，計画に沿った実験から

並列回路での電流の関係

性について見いださせる。 

４ ○回路に流れる電流に

ついて，回路図を使

ってまとめる。 

○回路を簡略に表す方法とし

て回路図を示し，回路図と

前時までの学習を結び付

【知・理】 

回路図に関する基礎的な知識を身

に付けている。また，電流について
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け，まとめさせる。 の基本的な原理・法則を理解して

いる。 

（ワークシート，小テスト） 

二 

 

回

路

の

電

圧 

５ ○豆電球１個と乾電池

をつないで回路を作

ったとき，電池の持

つ電圧と豆電球にか

かる電圧の大きさは

どのような関係にな

るかを見いだす。 

○小学校での学習を振り返り

ながら問題を見いださせ，

電圧の関係性について計画

を立て調べさせる。その際，

電圧計の操作についての技

能を身に付けさせる。 

【関・意・態】 

回路の各部分にかかる電圧につい

て進んで関わり，調べようとして

いる。 

（観察，ワークシート） 

 

【思・表】 

回路の各部分にかかる電圧の規則

性を調べる計画を立てて実験を行

い，結果から規則性を見いだして

いる。 

（観察，ワークシート） 

 

【技能】 

適切に回路を組み立て，回路の各

部分にかかる電圧を正しい電圧計

の使い方で調べることができる。 

（観察，ワークシート） 

６ ○豆電球２個を直列に

つなぎ，乾電池とつ

ないだ直列回路の各

部分における電圧の

大きさが，どのよう

な関係になるかを見

いだす。 

○前時の内容を振り返りなが

ら問題を見いだし，実験手

順や測定点を決定するな

ど計画を立てさせる。ま

た，計画に沿った実験から

直列回路での電圧の関係

性について見いださせる。 

７ ○豆電球２個を並列に

つなぎ，乾電池とつ

ないだ並列回路の各

部分における電圧の

大きさが，どのよう

な関係になるかを見

いだす。 

○前時の内容を振り返りなが

ら問題を見いだし，実験手

順や測定点を決定するな

ど計画を立てさせる。ま

た，計画に沿った実験から

並列回路での電圧の関係

性について見いださせる。 

８ ○直列回路・並列回路

の電流や電圧につい

て，水流モデルを用

いて説明する。 

○小型の立体水流モデルを準

備し，グループで電流と電

圧の関係性についてお互

いに説明をさせ合う。 

【思・表】 

直列回路・並列回路の各点での電

流や電圧の規則性について，水流

モデルと関連付けて自らの考えを

表現している。 

（観察，ワークシート） 

【知・理】 

電流や電圧についての基本的な原

理・法則を理解している。 

（ワークシート，小テスト） 

 

５ 本時の目標 

 ・並列回路での電流の規則性を調べる実験を計画し，実行して規則性を見いだすことができる。 

  【思・表】 

 

６ 指導の視点 

 ・直列回路での学習を基に、並列回路での電流の規則性について考えさせる。 
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７ 本時の展開 （形態の「全」は全体での学習，「Ｇ」は班での学習，「個」は個人での学習を示す。） 

過程 学習活動 形態 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

課 

題 

の 

把 

握 

１ ２つの事象を比較し， 

 問題を見いだす。 

 事象Ａ：豆電球１個と電 

  池１個の単回路 

 事象Ｂ：並列つなぎの豆 

  電球２個と電池１個の 

  並列回路 

 

 

 

全 ○既習事項である前時の学習

内容と，未習事項である本

時の学習内容を比べさせる

ことで問題を見いだす。 

 

２ 仮説を設定する。 

 ・電流はどこでも等しい 

 ・分かれている場所では 

電流が小さくなる。 

 ・分かれている場所の電 

  流を足し合わせると， 

  分かれる前の電流にな 

  なる。 

個  

○考えが進まない生徒に対

して，前時の学習で学んだ

ことを思い出させる。ま

た，回路の特定の場所を指

し示しながら，大きくな

る，小さくなる，変化しな

いのキーワードを与えて

考えせる。 

○考えがあっても，うまく表

現できていない生徒の考え

を聞き，表現の方法をアド

バイスする。 

 

課
題
の
探
究 

３ 問題解決に向けた計画 

 を立てる。 

 ①予想が正しいかどうか 

  を調べるためには，回 

  路のどの場所の電流を 

  測ればよいかを考え 

  る。 

 

 

個 

 

 

 

 

 

 

○予想の正しさを実証できる

測定点になっていない生徒

については，その矛盾点を

指摘する。 

 

 

 

【思・表】 

回路に流れる電流の規

則性を調べる計画を立

てることができる。 

（観察，ワークシート） 

 ②個人で立てた計画を持 

  ち寄り，自分の計画を 

  説明させる。 

 ③班での実験の計画を決 

  定する。 

Ｇ 

 

 

Ｇ 

○全員の測定点を必ず測定す

るように伝える。また，ど

のような測定点であって

も，否定をしないように伝

える。 

 

４ 決定した計画に従って 

 実験を行い，結果を得る。 

Ｇ ○机間指導を行い，実験のう

まくいかない班に適宜アド

バイスを行う。  

 

 

豆電球２個を並列につないだ並列回路では， 

電流の大きさにどのようなきまりがあるのだろうか 
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課 

題 

の 

解 

決 

５ 得られた結果を基に， 

並列回路の電流の大きさ 

にはどのような規則性が 

あるかを見いだす。 

個 ○自分の予想や実験の計画を

振り返りながら見いだすよ

うにアドバイスする。 

【思・表】 

結果を基に規則性を見

いだしている。 

（観察，ワークシート） 

６ 学習のまとめを行う。 

 

 

 

 

全   

７ 学習の振り返りを行う。 全 ○探究の過程を振り返り，ど

のようにして規則性を見い

だしたかを確認する。 

 

 

８ 評価規準 

 ○ 【思・表】回路に流れる電流の規則性を調べる計画を立てることができる。 

生徒の様子 Ａ Ｂ Ｃ 

 実験計画において，

仮説を確かめるための

測定点を不足なく設定

できている。 

 仮説を確かめるための

測定点が不足しているが，

実験計画において，測定点

を設定している 

 

（Ｂに達しない生徒） 

 

支援   ある区間での電流の大

小関係を明確にするため

には，その区間前後に測定

点を設定する必要がある

ことを意識させる。 

 回路において，分岐が

起こる場所に注目させ，

その場所前後での電流の

大きさに注目するように

声掛けを行う。 

 ○ 【思・表】結果を基に規則性を見いだしている。 

生徒の様子 Ａ Ｂ Ｃ 

 並列回路では，分岐

後の電流の和が，分岐

前の電流の大きさに等

しいことを適切に見い

だすことができてい

る。 

 並列回路では，分岐後の

電流の和が，分岐前の電流

の大きさに等しいことに

気付いていないが，回路の

途中で電流が変化するこ

とに気付いている。 

 

（Ｂに達しない生徒） 

 

支援   電流の大きさが分岐点

で変化することにとどま

らず，数値に注目したとき

に何かきまりがないかど

うかを考えるように促す。 

 回路のイラストの中

に測定結果を書き込ま

せ，特定の箇所では変化

をしているということ

を確認する。 

 

並列回路では，分かれた後の電流を足し合わせると 

分かれる前の電流と等しくなる。 

 ＩＡ＋ＩＢ＝ＩＣ 

ＩＡ 

ＩＢ 
ＩＣ 
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